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11
月
17
日
（
木
）
午
後
４

時
か
ら
鋳
物
工
場
の
炉
前
で

藤
岡
神
社
の
鈴
木
宮
司
の
司

式
に
よ
り
、
ふ
い
ご
祭
り
が

お
ご
そ
か
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

鞴
（
ふ
い
ご
）
は
、
金
属

の
熱
処
理
や
精
錬
に
用
い
る

火
を
起
こ
す
た
め
の
送
風
機

で
、
鍛
冶
屋
や
鋳
物
師
な
ど

ふ
い
ご
を
使
っ
て
仕
事
を
す

る
職
人
た
ち
は
、
旧
暦
の
11

月
８
日
に
ふ
い
ご
祭
り
を
執

り
行
い
、
安
全
祈
願
を
行
い

ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、

ふ
い
ご
祭
り
の
ミ
カ
ン
を
食

べ
る
と
、
風
邪
や
は
し
か
に

か
か
ら
な
い
と
信
じ
ら
れ
て

い
た
た
め
、
門
前
で
ミ
カ
ン

を
ま
い
て
子
ど
も
に
拾
わ
せ

る
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
ふ

い
ご
祭
り
は
別
名
「
た
た
ら

祭
り
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

鈴
木
宮
司
の
司
式
に
よ
り
、

玉
串
奉
奠
を
村
上
生
産
統
括
、

吉
谷
取
締
役
、
赤
羽
副
統
括
、

蓼
沼
副
統
括
、
羽
生
田
部
長
、

加
藤
従
業
員
代
表
が
行
い
、

参
加
し
た
鋳
造
課
の
皆
さ
ん

や
他
部
門
の
管
理
職
の
方
々

と
１
年
間
の
安
全
祈
願
を
行

い
ま
し
た
。
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鋳
物
工
場

ふ
い
ご
祭
り
開
催

11
月
20
日
（
日
）
午
前
11

時
か
ら
佐
野
市
勤
労
者
会
館

に
お
い
て
、
佐
野
地
区
労
と

連
合
わ
た
ら
せ
地
協
の
共
催

で
、
第
４
回
「
失
業
者
村
」

も
ち
つ
き
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。今

回
は
、
佐
野
市
の
協
力

に
よ
り
市
の
広
報
と
い
っ
し
ょ

に
「
失
業
者
村
」
の
チ
ラ
シ

を
市
内
全
戸
に
回
覧
す
る
と

と
も
に
、
前
回
同
様
、
佐
野

と
足
利
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

窓
口
に
チ
ラ
シ
を
置
い
て
も

ら
っ
た
。
こ
の
た
め
、
市
内

赤
見
町
の
方
か
ら
、
も
ち
米

30
キ
ロ
を
提
供
さ
れ
る
な
ど

支
援
が
広
が
っ
て
い
た
。

前
日
か
ら
の
雨
で
当
日
の

天
気
が
心
配
さ
れ
る
中
、
開

始
直
後
に
通
り
雨
が
降
っ
た

が
、
そ
の
後
晴
れ
、
予
定
通

り
勤
労
者
会
館
の
駐
車
場
で

も
ち
つ
き
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
失
業
者
、
ス
タ
ッ

フ
、
来
賓
あ
わ
せ
て
例
年
よ

り
多
い
１
２
０
名
ほ
ど
が
参

加
、
そ
れ
ぞ
れ
温
か
い
餅
や

ト
ン
汁
を
お
な
か
一
杯
食
べ

て
、
元
気
を
出
し
て
も
ら
っ

た
。
途
中
で
ギ
タ
ー
の
演
奏

や
「
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
」
の
上

演
な
ど
が
あ
り
、
特
に
マ
リ

オ
ネ
ッ
ト
は
子
供
た
ち
に
大

好
評
だ
っ
た
。

生
活
・
労
働
相
談
会
に
は

７
人
が
申
し
込
み
、
障
害
の

あ
る
失
業
者
の
就
労
相
談
や
、

ま
っ
た
く
手
持
ち
資
金
の
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
失
業
者

の
相
談
な
ど
が
あ
り
、
長
期

化
す
る
失
業
に
よ
る
貧
困
の

問
題
が
い
っ
そ
う
深
刻
に
な
っ

て
い
る
現
実
に
直
面
し
た
。

当
日
は
来
賓
と
し
て
、
落

合
佐
野
副
市
長
、
谷
参
議
院

議
員
、
富
岡
衆
議
院
議
員
、

茂
木
衆
議
院
議
員
秘
書
、
加

藤
県
議
会
議
員
、
大
川
市
議

会
副
議
長
、
寺
内
市
議
な
ど

が
参
加
し
た
。

北
関
東
の
３
件
（
埼
玉
・

群
馬
・
栃
木
）
で
は
、
１
９

９
７
年
以
来
、
ユ
ニ
オ
ン
と

地
区
労
が
連
携
し
て
毎
年
春

と
秋
の
２
回
、
共
同
行
動
と

し
て
県
及
び
労
働
局
と
行
政

交
渉
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
、
栃
木
が
11
月
15
日
、

群
馬
が
11
月
17
日
、
埼
玉
が

11
月
18
日
で
し
た
。

栃
木
で
は
宇
都
宮
地
区
労
、

宇
都
宮
市
民
ユ
ニ
オ
ン
、
佐

野
地
区
労
、
わ
た
ら
せ
ユ
ニ

オ
ン
の
４
団
体
で
実
行
委
員

会
を
作
っ
て
お
り
、
11
月
15

日
は
、
総
勢
18
人
が
参
加
し

て
、
午
前
10
時
か
ら
栃
木
県

に
要
請
を
行
い
、
午
後
１
時

30
分
か
ら
栃
木
労
働
局
に
要

請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

栃
木
県
で
は
、
窓
口
と
し

て
産
業
労
働
観
光
部
労
働
政

策
課
の
課
長
以
下
６
人
の
方

が
私
た
ち
の
要
請
書
に
対
す

る
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

放
射
線
の
内
部
被
ば
く
問

題
や
労
働
委
員
会
の
あ
っ
せ

ん
に
つ
い
て
要
望
を
出
し
ま

し
た
が
、
後
日
、
担
当
課
で

検
討
し
て
文
書
回
答
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

栃
木
労
働
局
で
は
、
企
画

室
長
な
ど
７
人
の
方
が
応
対

し
、
震
災
対
策
、
最
低
賃
金
、

就
業
規
則
の
開
示
に
つ
い
て

要
請
を
行
い
ま
し
た
。

最
賃
に
つ
い
て
は
、
中
央

最
賃
審
議
会
の
生
活
保
護
基

準
と
の
比
較
と
は
別
に
、
試

案
と
し
て
県
の
生
活
保
護
の

加
重
平
均
で
は
な
く
県
庁
所

在
地
の
生
活
保
護
基
準
と
の

比
較
や
、
単
身
者
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
の
養
育
を
行
っ

て
い
る
世
帯
の
生
活
保
護
基

準
と
の
比
較
な
ど
に
つ
い
て

最
賃
審
議
会
で
検
討
す
る
よ

う
申
し
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
就
業
規
則
の
開
示

に
つ
い
て
、
昨
年
の
交
渉
の

中
で
退
職
者
や
解
雇
さ
れ
た

労
働
者
本
人
が
労
基
署
に
保

管
し
て
あ
る
就
業
規
則
の
開

示
を
求
め
た
場
合
に
は
閲
覧

で
き
る
こ
と
を
回
答
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
要
請
で
、

就
業
規
則
と
別
規
定
に
な
っ

て
い
る
賃
金
規
定
や
退
職
金

規
定
に
つ
い
て
も
就
業
規
則

と
し
て
閲
覧
で
き
る
と
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

行
政
交
渉
は
労
働
者
の
意

見
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
今
後
も
取
り
組
み
ま
す
。

11
月
15
日
、
佐
野
地
区
労
な
ど
が

秋
の
共
同
行
動
と
し
て
、
県
や
労

働
局
と
行
政
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。


